




2,414 72人

総合医療センター1,443人

西和医療センター683人

総合リハビリテーションセンター232人

奈良看護大学校他56人

総合医療センター540床

西和医療センター300床

総合リハビリテーションセンター100床

総合医療センター35診療科

西和医療センター27診療科

総合リハビリテーションセンター10診療科

床

数 字 で 読 み 解く 、充 実した 診 療 体 制

職員数 病床数 診療科数

2025年7月1日現在

当センターは、高度急性期医療を担う奈良県の中核医療機関として、地域の皆

さまの健康と命を守る大切な役割を担っています。看護部は急性期医療の最

前線に立ち、常に的確な判断と迅速な対応が求められる中で、質の高い看護

を提供しています。多職種と連携しながら患者中心の医療を支え、互いに学び

合い、多様な価値観を尊重する職場文化を育んでいます。さらに、充実した教

育体制により、一人ひとりが専門職として着実に成長できる環境を整えていま

す。看護のやりがいと成長を実感できる組織をめざし、県民の皆さまに安全で

質の高い看護を提供してまいります。

稲 村  あ づ さ

看 護 部 理 念 　 「 い の ち を 大 切 に し 、
人権を守り、一人ひとりを尊重する看護」

看護部長　

奈 良 県 総 合 医 療 センター

当センターは、奈良県西和地域での重症急性期医療の提供、また、地域におけ

る医療介護連携のシステム構築と維持の中心的役割を果たしています。看護

部では、「患者さんを家族のように愛する」という病院理念に基づき、患者さ

んをはじめ、連携するあらゆる方々への「思いやり」を大切に、日々看護を提

供しています。また教育体制を手厚くし、新人看護師をはじめ職員が安心して

成長できるよう、OJTに力を入れた「共育」に取り組んでいます。私たち看護

部は、「良い医療をより多くの患者さんに」提供する担い手として、看護を

楽しみながら共に成長していける組織作りに努めています。

副院長 兼 看護部長　竹 之 内  美 栄

奈 良 県 西 和 医 療 セ ン タ ー

看 護 の 喜 び を 感 じ な が ら 成 長 し 、
思 い や り の あ る 看 護 師 を 目 指 す

患者さんの人生に寄り添い、
共にゴールを目指します

当センターは、リハビリを専門とする病院として、患者さん一人ひとりが

「その人らしい生活」を取り戻せるよう支援しています。看護部は多職種

と協働し、回復過程に寄り添いながら心身の変化を丁寧に捉え、共に喜び

を分かち合う看護を大切にしています。小さな一歩の積み重ねが未来への

大きな前進となることを信じ、患者さんと共にゴールを目指すその歩みの

中に、看護の本質と誇りを感じています。

副院長 兼 看護部長　　髙 間  朋子

奈 良 県 総 合リハビリテーションセンター



奈良県総合医療センター

要
概
院
病 2018年5月1日新築移転（旧病院1964年4月1日）

髙 済峯　　看護部長　稲村 あづさ　　職員数　1, 4 43 名

540床（救命救急センター、精神病棟、感染症病床を含む）　　

開 設
院 長
病 床 数
診 療 科 目

奈良県総合リハビリテーションセンター

要
概
院
病 1988年6月13日

林 雅弘　　副院長 兼 看護部長　髙間 朋子　　職員数　232名

内科、脳神経内科、小児科、整形外科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、精神科、放射線科、リハビリテーション科

開 設
院 長
病 床 数
診 療 科 目

奈良県西和医療センター

要
概
院
病 1979年4月1日

土肥 直文　　副院長 兼 看護部長　竹之内 美栄　　職員数　683名

300床（一般病床）　　看護基準　7:1看護

総合内科、腎臓内科、循環器内科、消化器内科、消化器・糖尿病内科、脳神経内科、呼吸器内科、感染症内科、腫瘍内科、

糖尿病・内分泌内科、小児科、乳腺外科、外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、呼吸器外科、皮膚科、形成外科、

泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、病理診断科、集中治療科

開 設
院 長
病 床 数
診 療 科 目

県全域を対象に、高度医療の拠点としての役割を担う。

奈良県の地域医療の核として、地域住民への貢献に加えて、県内の医療関係者の教育機関

としての役割も担っています。急性期、慢性期と症状はそれぞれ異なっても、人生に寄り添え

る看護というのは、どのステージでも等しく行わなければならないという考えのもと、病気や

患者さんの人生を知り、最良の看護へと繋げています。

高度で専門的なリハビリテーションを総合的に行う。

普段の動作がリハビリにつながる回復期の看護は、患者さんの出来ること・出来ないことを

見極め、適切な補助を通して、早期の日常生活復帰を一緒に目指します。専門性の高いリハ

ビリテーションにおいて看護師は、特にチーム医療での役割が大きく、各専門分野との関わ

りが深い看護部が中心となって患者さんに治療を提供しています。

医療機能の充実で、奈良県西和の地域医療に貢献する。

奈良県西和地域の基幹病院として、「患者さんを家族のように愛する」という理念のもと日々

の看護に従事し、患者さんのご家族にもいい看護が提供できるよう、看護部全体の協力体制

も整えています。全身の循環器疾患を各診療科の枠を超えて治療するなど、さまざまな症例

に最良の医療を提供しています。

呼 吸 器 内 科 、 循 環 器 内 科 、 消 化 器 内 科 、 血 液 ・ 腫 瘍 内 科 、 糖 尿 病 ・ 内 分 泌 内 科 、 腎 臓 内 科 、 脳 神 経 内 科 、 感 染 症 内 科 、

緩和ケア内科、呼吸器外科、心臓血管外科、消化器・肝胆膵外科、乳腺外科、小児外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、

頭頸部外科、精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線診断科、放射線治療科、

病理診断科、麻酔科、救急科、小児泌尿器科、口腔外科、リハビリテーション科、小児脳神経外科

100床（回復期リハビリテーション病床100床）　　看護基準　 13:1看護







奈良県総合医療センター
3階西病棟（小児科、小児外科）／2017年入職

私がこの病院を選んだ理由

救命救急センター・ER での経験を経て、現在は小児科病棟で勤務してい

ます。小児科病棟に入院している子どもたちは感染症や慢性疾患など多

岐に渡ります。小児科での看護は子どもだけでなく家族も対象であり、

家族との関わりも大切にしています。私は日々「子ども・家族にとって

の最善はなにか」を考え看護を実践するよう心掛けています。治療が奏

効し回復していく子どもたちの笑顔を見ることがやりがいであり、癒や

しでもあります。

子どもと家族の笑顔を
守るためにできることを

日本DMATとして災害医療に従事したいという目標があり、災害

拠点病院でもある総合医療センターに入職しました。



1 人 3 人

専門看護師診療看護師

1 人

周麻酔期看護師

32 人

認定看護師

41 人

特定行為看護師

数字で見る奈良県立病院機構 2025年7月1日現在

（令和6年度）

（うち男性8人）

看護師職員数 看護師の平均年齢

人 人女性男性

人育児休業

107人
育児部分
休業

人
%

35.1 歳

看護師全体の育児休業・
育児部分休業取得者数 （令和6年度）

育児休業後の復帰率

40歳代

50歳代

1,167
110 1,057

140 100
15.8％

44.7％
20歳代

18.5％

30歳代
21.0％

奈良県総合医療センター
皮膚・排泄ケア認定看護師／2016年入職

～Ｗ（創傷）・Ｏ（ストーマ）・Ｃ（排泄）ケア～
患者さんが安心して、
少しでも笑顔で過ごせるように

認定看護師を目指したきっかけは、褥瘡やストーマがある患者さんや

病棟の後輩がケアに悩んでいた時に、何もアドバイスができないと感

じたことです。数年、悩みに悩み、最後は師長や先輩、認定看護師の

後押しやサポートがあり、資格を取る決意をしました。今は外来から

病棟まで横断的に活動をしています。多職種と連携し、外来・病棟ス

タッフが安心してケアができること、患者さんが少しでも笑顔で安心

して生活できる事を目指して日々働いています。




